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はじめに
　筆者は，これまで近世前期イギリスの居酒屋を中
心に研究をすすめてきたが，そこでの検討課題はほ
ぼ次の三点であった。その一つは，当時の支配的な
居酒屋像（「サタンの巣窟」）とは異なる居酒屋の「実
態」（「飢餓に対する主要な砦」）研究，二つ目は，当
時の居酒屋の世界を「変容」させる要因ともなった
居酒屋政策の研究，そして三つ目は，そうした居酒
屋政策にも影響を与えたと考えられるピューリタン
らによる「モラル・リフォーム」の運動である。
　本研究では，これまでの，こうした近世イギリス
の居酒屋に関する研究をより発展・深化させるべく，
近世ロンドン（特に16～17世紀前半）を「実証」の
フィールドに定め，「モラル・リフォーム」や居酒屋
政策との関連で，当時における居酒屋の世界を明ら
かにしていきたいと考えている。
1．学説史と本研究の位置
　本研究が対象とするイギリス近世の時代にっいて
は，歴史学の分野でも，政治史・経済史・社会史を
はじめ，内外で数多くの研究業績が存在するが，こ
と居酒屋研究となると，内外ともにごくわずかであ
る。
　わが国では，筆者自身の居酒屋に関する数篇の研
究論文を除けば，川北稔氏や常行敏夫氏などの概説
的な叙述がある程度である。もちろん，英文学者に
よるそうした研究もあるが，かなり視点や史料の利
用の仕方が異なる。他方，欧米でも，社会史隆盛の
なかで，歴史家による本格的な居酒屋研究が開始さ
れたのはここ20年前ぐらいからのことであり，研究
史も浅く，成果を出している研究者はP．クラークや
K．E．ライトスンなど，数名を数えるにすぎない。
それに，どの研究も一般的叙述（通史）か，他のテー
マとの関連で居酒屋に言及するにとどまっている。
　こうした研究史との関連で言えば，本研究には次
の三つの特色がある。第一に，当時の居酒屋の世界
を媒介にして形成された，下層の人びとの日常的な
社会的結合の諸相とその「変容」を，居酒屋統制な
ども視野に入れながら，地域共同体や「生存のため
の移動」との関連で明らかにしていこうとしている
ことである。第二に，イギリスの近代化と居酒屋の
世界の「変容」との関連を探っていこうとしている
点である。その際，大きな歴史の流れとして意識し
ているのは，イギリスの近代化における二つの決定
的な歴史的展開の過程である。その一つは，地域共
同体内の社会的分極化（経済的・政治的・教育的・
社会的分裂）の進行であり，もう一つは，地域共同
体の国民経済の下への統合化（経済的・行政的・文
化的統合化）の進行である。第三に，こうした問題
を，さまざまなレヴェルの史料を利用しながら，地
域史（この場合ロンドン）をべ一スに検討をおこなっ
ていこうとしている点である。未だ欧米においても，
地域史をべ一スにした包括的な居酒屋研究がないな
かで，こうした研究方向は，少なからず本国の概説
的（通史的）な居酒屋研究に対しても，多くの疑問
を提示することができ，引いては，この時代の新た
な居酒屋像を提示することも不可能ではないと考え
られる。
II．本研究の現状と課題
　ここしばらくのあいだ，「近世ロンドンの居酒屋に
関する研究」ということで，次の四点について研究
を進めてきている（もちろん，これら四つの課題は
相互に関連しているが）。それらは，①近世ロンドン
史研究，②ピューリタンらによる「モラル・リフォー
ム」の運動，③ロンドン居酒屋政策史，④居酒屋の
「実態」研究，である。
　①近世ロンドン史研究
　近年，近世ロンドン史に関する研究はめざましい
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展開を見せているが，それらは，ロンドンの「危機」
と「安定」をめぐる研究，ロンドンのイギリス経済
に対する寄生性と成長促進性をめぐる研究，ロンド
ンの宗教に関する研究などである。それらの研究動
向を理解することなしには，「近世ロンドンの居酒屋
に関する研究」は儘ならないところがある。現在，
居酒屋研究との関連で，ロンドンの「危機」と「安
定」をめぐる議論を中心に研究史を整理中である。
これらの議論については，V．パール，　F．　F．フォ
スター，S．ラバポート，　J．ボールトン，　M．　J．パ
ワー，P．クラーク，1．アーチャーなどの研究から
窺い知ることができる。とくに，「安定」論者ながら，
支配者・被支配者間の「相互関係」のダイナミズム
を重視し，包括的にロンドン史の「安定の追求」を
問題にしている，1．アーチャー著『安定の追求一エ
リザベス朝ロンドンの社会関係』（1991年）は，本研
究との関連においても，大変示唆に富む研究である。
この書物では，支配者による被支配者の「不満」の
取り込みの方に力点があり，「社会統制の強化とコン
センサス」の問題が提起されていると言える。
　②ピューリタンらによる「モラル・リフォーム」
の運動
　イギリスに関して，この問題を共同体の再編成や
社会統制と関連づけながら一つの見取り図を提供し
たのは，K．　E．ライトスンとD．レヴァインである。
その後，彼らの見解をめぐって，この時期に「モラ
ル・リフォーム」があったのかどうか，あったとす
ればどのように実施されたのか，ピューリタニズム
との関係はどうだったのか，等々の問題が，地方史
（村落・都市・州など）をべ一スに，検証作業が積
み重ねられ，論争まで展開されるに至っている。こ
の論争では，とくにピューリタニズム，社会的経済
的分極化の進展，「モラル・リフォーム」という三つ
の問題の関連如何が争点となっている。
　ロンドンに関しては，この問題はまだ十分な検討
がなされているとは言いがたいが，本研究では，上
記のような研究史を踏まえながら，ピューリタンに
よるロンドンの「酒場」（エールハウス）批判のパン
フレットである，R．ローリッジ編撮近のモンス
ターの発見と暴露』（1628年）などの分析を中心に，
彼らの「酒場」観やその改革の構想を把握する一方，
他方では，イギリス宗教改革以降の，ロンドンにお
けるプロテスタンティズムやピューリタニズムの浸
透過程を理解することに努めている。とくに関心が
あるのは，宗教とロンドンの都市エリートとの関連
はもちろんのこと，宗教と区・教区・カンパニーな
ど，ロンドン内部のさまざまなレヴェルの「共同体」
との関連である。
　③ロンドン居酒屋政策史
　これまで国家の居酒屋政策（議会制定法および王
権の行政活動）や地方都市レスターの居酒屋政策に
っいて検討してきたが，今回は，これらの研究を踏
まえ，16，17世紀におけるvンドンの居酒屋政策（中
心はエールハウスとタヴァーン）について研究をす
すめている。残念ながら，この分野に関しては先行
研究はまったくない。とくに視点として重視してい
るのは，浮浪者政策や救貧政策との関連，および下
級役人などの動きである。ロンドンの居酒屋政策の
特徴は，「浮浪」など「無秩序」の増大とともに，他
の都市や国家の居酒屋政策に先行する形で16世紀初
頭から始まっていて，16世紀後半から17世紀前半に
かけて精力的に展開されていく点である。ここに，
下層民衆に対する「余暇」統制の顕著な動きを見て
とることができる。もう一つは，エールハウスだけ
でなく，タヴァーンも他の都市に比べ多く，居酒屋
政策の重要な夕一ゲットになっている点である。
　④居酒屋の「実態」研究
　当時，酒場にはイン，タヴァーン，エールハウス
の三種があったと言えるが，とくに本研究で問題と
しているのは，タヴァーンとエールハウスである。
とりわけ，その中心はエールハウスである。これら
の施設については，軒数，主人，顧客など，基本的
事項に関する理解はいうまでもなく，それ以外に
エールハウスを中心に形成されているさまざまな人
的結びつきの世界が関心の対象である。とくにエー
ルハウスの主人と顧客・保証人・醸造業者・下級役
人，顧客間，顧客と家族などとの関係である。こう
した関係とその「変容」を明らかにすることによっ
て，「統合化」のさまざまな契機が明らかになってく
るはずである。
　以上，ほぼ四つの問題について検討をすすめてき
ているが，今後，これらの問題を「近世ロンドンの
居酒屋に関する研究」としてまとめあげていく予定
である。なお，史料としては，国家文書（議会制定
法，国王の布告，国家公文書要覧，枢密院指令，議
会議事録など），都市条例，市参事会議事録，市議会
議事録，複数の種類の裁判記録，治安官会計簿，教
区委員会計簿，教区会史料，教区簿冊，同時代の著
書・冊子など，刊行および未刊行史料を活用して研
究をすすめている。
